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今までと違う シリーズ その⑤ 

 文責 愛知スキー協理事長・技術部長兼任 寺田 康男 

（みんなで、一つ上の指導員を目指そうプロジェクトメンバー） 

 

2/16 愛知スキー協理事会で「温暖化ストップの」議論をしました  

経緯は、全国スキー協･山スキー部と愛知スキー協会総会は、「温暖化ストップの決議」を採択

したが、その後の動きがなにもないので、働きかけを愛知スキー協会理事会でしてほしい！とい

う提案でした。 

以下のようないろんな意見･質問がありました。「全国の常任理事に確認をすれば！」「決議で

何処をどう動かせるの？」「効力はあるの？」「スローガンを書いたマスクをつくってみたら」等

で、総会で出た内容に類似したものが多いことから「スキーシーズン中にする議論ではない」と

いう意見までもでてきました。 

総会では、決議はされましたが、それは方向性の確認し決意表明しただけで具体的な動きは理

事会で話そうということでした。その後の理事会では、行事企画とコロナ対策などにおわれ、議

論を深めることができないで今に至っています。 

決議を受け取り担当者が何か動いてくれるものでもないのは、何となく感じてはいますが、運

動とはなんでしようか？の問に答えられる人は少ないと思います。 

必要性を知る学習会をへて、解決策と解決方法の手順が見えて、成果がでるなんてこと、滅多

にあり得ません。 

スキーと一緒で何となく、楽しそうだから、関わってみようからはじまり、なんとなく雰囲気

や方法が愉しそうなこと、そして、気持ちが一致することで、私達は運動をつくってきました。

気持ちが一致しないと、運動にはならないし、企画の実現はしないのです。 

具体的な原因をなくせば解決する問題ではないことは、みんな分かっています。 

文明の発展に伴い人類が作り上げた物質が自然を破壊していて、どこで、折合いをつけるか、

ですが、数字で折合い処をつくる問題でもないでしょ！ 

折り合いのつく感情的な言葉で、多くのスキー愛好家がなびき心に響く、または、多くでなく

ても私自身は、感じるスローガンを出し合い、言葉遊びからはじめましょうよ！スキー協らし

く！ 
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スノーフェスティバルは、中止しましたが、山スキー行事および、ポール練習・記録会は、

急遽 部会とクラブ内の要望を再組織して企画設定しました。 

平湯で記録会を実施、36名が参加＋スノシュ―２名＋フリー参加者 3名 

山スキーは 1/31（日）のみ、参加者４名で実施   

 

賞品・賞状・表彰等をすべてやめ、できる限り集まらずに行うようにして実施しました。30

日午前中ＧＳ。フェスティバルと異なり、普通のポールでフラッグも付けて実施しました。

午後はＭＳＬ（中回転・ＧＳとＳＬの中間のようなセットで、ポールに当たる人もゆったり

当たれる）を行いました。小さい子にはかえって迷わず回れてよかったと思います。ポール

に当たらない人もリズムよく滑れて好評でした。31 日は、好天にも恵まれ記録会を実施しま

した。記録もスムーズに取れて皆楽しむことができたようです。リザルトは愛知スキー協会

ＨＰに掲載予定です。      

今後の日程 

  ３月１３日・１４日東海ブロック第２戦（スキー協・野麦峠スキー場） 

３月２０日・２１日東海ブロック野麦ポール練習会   記 競技部長 澤田 

 

平湯はスキーより団子だね！今年もあんきやの団子が食べれました。スキーより団子が目的の人

が数人います。私もスキーより団子だね！あんきやの団子は星 3 だよ！(深雪ＳＣの個人の感想で

す。) 

山スキーは乗鞍でガイドツアー実施、4人参加 

1/31（日）乗鞍高原スキー場のリフトトップ 2000ｍか

ら 2800ｍ位まで歩き、そこから滑走。ガイドの案内で難し

い伊那谷コースを気持ち良く滑りました。 

初参加の方の感想です。 

今回の乗鞍は初参加の行事。皆さん山スキー歴の長い方々、

わたくしなどが行って足手まといにならないかな？不安でし

たが積雪期の乗鞍はなかなか行く機会もないし、と思い切り

ました。参加してみるとメンバーの方々は

落ち着いたしっかりした方々。未熟者のわ

たくしは登り方にも問題があったようで。

滑りの体力を残す登り方なども勉強させ

て頂きました。お天気も良く、青空と雪山

のコントラストが美しく、しかもサラサラ

ドライパウダー。これぞバックカントリー！な

気分を満喫しながら滑ることができて、「思い切って参加して良かった〜」心底思い

ました。（ぶなの木ＳＣの参加者） 

 

好天のもと、休憩も楽しく 



- 3 - 

 

山スキー ≪入門おすすめコース３≫ 

     天狗原と白馬乗鞍（2437ｍ）コース 
 天狗原は栂池スキー場ゴンドラ終点 1565ｍから、登り約 3時間 2200ｍの平原です。但し、

例年 3月頃から営業する栂池ロープウエイが利用できれば、一気に自然園 1800ｍ付近まで移動

でき、登り約 2時間で雄大な景色を堪能できます。 

 

ここまで登れば、スキーツアーコースは 4方にあります。登り約 1.5時間で下の写真の白馬

乗鞍へ、そして栂池スキー場までの大滑降。山の神 1990ｍを経由してコルチナスキー場まで。

鵯峰 1923ｍ付近を通過して栂池スキー場まで。登ったルートをピストンの安心コース。そして、

体力、経験を積んだら雪倉岳 2611ｍを経由して蓮華温泉のロングツアー等レベルに合わせてい

ろいろなツアーが楽しめます。 

 

ぶなの木スキークラブでは毎年 3月頃に「ぶなの木スノーフェスティバル」を催しています。

2021年は３月 13、14日クラブ員 64名全員集合を呼びかけて、親睦栂池スキーツアーを計画し

ています。                       （大城記） 

 

アルペン競技用語解説 ２６  〈プロテクター〉 
 ヘルメットも頭を守るという意味でポルテクターには違

いありませんが、ヘルメットはヘルメットですね。体を守

るために身に着けるアルペンレーサーの道具を紹介します。

アルペンレーサーは、出走するときワンピース（レースシ

ングスーツ）を着て滑ります。空気抵抗を減らすためです。

ＷＣ個人第 5 戦高梨沙羅さんが１本目トップでしたが、ス

ーツ違反で失格になったのは記憶に新しいところですね。

ワンピース（ツーピースもあります、昔はスラロームスー

ツを流行っていました。）中にパットが入っていて守ってくれるのもあります。 

脊柱プロテクターはジュニアには義務付けされています。

レーサーだけでなく岐阜の佐藤さんなども率先して着用

しています。大回転ではポールに腕で当たるためアーム

ガードをつけています。回転では脛にレガース・ストッ

クにパンチガード・そしてヘルメットにチンガードを付

けています。すべてポールに当たる衝撃を和らげるもの

です。チンガードがなく歯を折った選手も結構います。

マウスピースをしている選手も少なくありません。つま

りポールに当たらなければ問題ないわけです。（澤田記） 
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今後の予定 

① 2021/2/27-28 全国競技会中止 

② 3/13-14 東海ブロック第 2戦（野麦峠スキー場）  担当：澤田 

③ 3/20-21 東海ブロック野麦ポール合宿（野麦峠スキー場）  担当：澤田 

④ 3/27-28 東海ブロック後期技術委員会（野麦スキー場）  担当：寺田 

⑤ 4/2･3･4 関西ブロックのレベルアップ （長野・志賀高原） 担当：寺田 

⑥ 4/10･11 春の全国技術部会  （長野・志賀高原）｛愛知･寺田康男・寺田康平 ｝ 

⑦ 4/17･18全国セッター研修会 (長野 野沢温泉スキー場) 

⑧ 5/2～5東海ブロック競技部合宿  （長野・野沢温泉スキー場） 担当：澤田  

⑨ 5/15-16 全国スキー協山スキー部 乗鞍大滑降  担当：経塚 

主管：愛知ぶな・岐阜アスペン・滋賀・ブラッファーズ 

 

 

3/27･28 東海ブロック後期技術委員会の案内 

主催 全国勤労者スキー協議会・東海ブロック協議会｛指導員研修実技｝ 

ブロック技術委員の力量向上の場と位置づけ、重点対象はブロック技術委員と、指導

力を上げたい人です。自身のスキー協らしさ技量の確認、実践報告、提言を集約する

場です。 

場所）長野・野麦峠スキー場 

日程）2021年 3/27(土) 集合 9:00センター前   3/28(日)解散 15:00  

参加費）2,000円（受講料）    宿泊費交通費は別途各自負担です。  

内容） スキー指導法、新教程技術伝達         

参加できそうな人は早めに申し込み、授受の確認をしてください！ 

問い合せ先・申込・責任者）寺田康男 自宅Tel,FAX 052-624-8973 携帯 090-7036-1436 

e-mail: yasuohiromi@mta.biglobe.ne.jp 

 

東海ブロック後期技術委員会 参加申込書 

氏名 
 

到着予定   ：  頃 宿泊・野麦の里 小麦山荘 

県名  同乗者 本人だけ  いる（        ） 

mailto:yasuohiromi@mta.biglobe.ne.jp

